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１ 習熟度別少人数指導のねらい 

○習熟度別少人数指導は、個に応じたきめ細かな指導の一つであり、確かな学

力の育成を目指すものです。習熟の程度の違いを踏まえた学習集団を編成す

ることで、児童生徒が個々の状況に応じて学習することができる環境を実現

し、一人ひとりがわかることやできることの喜びを実感できるような少人数

指導を行います。 

○習熟度別少人数指導では、習熟度別に学習集団を編成し、基礎的・基本的な

知識・技能の定着や、発展的な学習を行うことにより、児童生徒一人ひとり

の学習の状況に応じたきめ細かな指導を行うことができます。 

 

 （イメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈参考〉等質に分けた少人数指導 

習熟度別少人数指導 

 
すべての学習集団が、同じ

学習課題で、同じ学習内容

の授業を行う。 

わかった！ 

できた！ 

 

わかった！ 

できた！ 
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習熟が進んでいる学習集団

  

  

習熟が不十分な学習集団 

   

等質に分けた学習集団 
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それぞれの学習集団で、異なる

学習課題を設定し、学習集団に

応じた学習内容の授業を行う。 



２ 学習集団の編成 

算数科や数学科など、学習内容を系統的に学んでいく教科では、児童生徒の理解や

習熟の程度の差が大きくなりがちであり、その対策として、学習集団の特徴や習熟の

程度の違いを踏まえた学習集団の編成が有効です。また、学習速度の違い、学習のね

らいや学び方の違い等、様々な視点での編成が考えられます。 

（１）学習集団編成の手立て 

○資質・能力およびその内容を明確にし､多様な方法で情報を収集して実態把握をす

る。 

 ・レディネステスト、児童生徒の学力向上を図るための調査、学び確認テスト、ガ

ッテンプリント、市町教育委員会独自調査、全国学力・学習状況調査等を活用す

る。 

○児童の習熟度等を多面的に把握し、個に応じた指導を展開する上で活用できる基礎

資料を作成する。 

 ・理解の程度や技能の習熟度、学習の仕方、学習速度、興味・関心等を把握し、基

礎資料を作成する。 

（事例：第５学年 単元「小数のわり算」に入る前の既習事項の習得状況の確認） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：東京方式習熟度別指導ガイドライン 
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（２）学習集団の分け方 

○「新しい内容を学習するために、既習の内容を復習して学びを進める」「新しい内

容を繰り返し確かめる」「新しい内容を活用する」等、児童生徒の学習の内容に応

じて、２学級３グループ、１学級２グループなど、効果的な指導が行える学習集団

の編成をしましょう。なお、グループのネーミングについては、人権上の配慮を十

分に行い決定することが必要です。 

○関連する学習内容の定着度確認問題や、児童生徒および保護者へのアンケートから、

一人ひとりの学習状況に応じた指導と支援ができるようにグループ編成をしまし

ょう。 

○単元の途中においても評価を行い、一斉指導と習熟度別少人数指導を組み合わせる

など、指導の効果が一層高まるようにしましょう。 

○優越感や劣等感を生じさせないように、また、長期にわたる固定した学習集団  

による意欲の低下を招かないように、単元ごとや単元の途中での学習集団の組み換

えを行うなど、工夫をしましょう。 

（学習集団の編成例） 

        ２学級３グループ            １学級２グループ 

 

 

 

 

（単元における習熟度別指導の位置付けの例） 

例① 一斉指導 → 習熟度別少人数指導 

 

 

例② 一斉指導 → 習熟度別少人数指導 → 一斉指導 

 

 

例③ 習熟度別少人数指導 → 一斉指導 

 

 

例④ 習熟度別少人数指導 → 一斉指導 → 習熟度別少人数指導 

 

 

例⑤ 単元を通して習熟度別少人数指導 

 

       （児童生徒の学習状況により、集団を組み替えることも可） 
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（学習集団の編成の取組例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：東京方式習熟度別指導ガイドライン 
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３ 習熟度別少人数指導の授業の進め方 

 （１）指導計画  

指導方法を工夫し、一斉指導（ＴＴ）と習熟度別少人数指導を効果的に組み合わ

せて計画し、学びの実感がもてるようなまとめや振り返りの時間を設定しましょう。

その上で、家庭学習の計画を立てたり、放課後などの時間を活用した取組を行った

りするなど、指導の効果が一層高まるようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○全ての学習集団で、内容および教材・教具等を同一に指導するのではなく、習熟

の程度やつまずきの傾向を把握して、その学習集団に適した指導を行います。児

童生徒の実態に応じて期待する児童生徒の姿を設定し、実現に向けた授業を展開

します。 

「補充的な指導」・・・習熟が不十分な児童生徒 

（例）１ 学習後の期待する児童の姿を設定する。 

２ 基礎的な問題を反復する学習の場面を設定する。 

３ 問題ができるようになるまで、繰り返し支援を行う。 

４ 授業を振り返り、家庭学習を計画する時間を確保する。 

５ 単元の内容や児童生徒の理解の状況等によって発展的な内容も扱う。 

「発展的な指導」・・・習熟が進んでいる児童生徒 

（例）１ 学習後の期待する児童の姿を設定する。  

２ 基礎的な問題を反復する学習の場面を設定する。 

３ つまずきやすい問題について繰り返し支援を行う。 

４ 発展的な内容の学習や課題学習を取り入れる。 

５ 授業を振り返り、家庭学習を計画する時間を確保する。 

 

５ 

まとめと振り返り 

家庭と連携した 
家庭学習 

放課後などの時間を 
活用した取組 

習熟度別 
少人数指導 

一斉指導（ＴＴ） 

 
  

・授業でのまとめや振り返りをもとに、家庭学習を計画 

・個に応じた課題の把握 



○一人ひとりの学習状況を的確に把握し、一斉指導（ＴＴ）のねらい、習熟度別少人

数指導のねらいを明確にした効果的な指導計画を作成することが大切です。また、

学習集団の指導内容・方法等をまとめた実施計画を作成しましょう。 

 

【例：小学第３学年「小数」】 （    は、コースにより学習内容、進度を変えた時間） 

 

 

【例：中学第１学年「文字と式」】（    は、コースにより学習内容、進度を変えた時間） 

 

 

 

 

時間 どんどんコース じっくりコース 

１ 【一斉指導（ＴＴ）】小数の意味と表し方 

２ 小数の表し方 
 
発
展
的
な
問
題
に
も
取
り
組
む 

小数の意味と表し方 

３ 小数の大きさ 小数の表し方 

４ 小数と分数 小数の大きさ 

５ 小数のたし算とひき算 小数と分数 

６ 小数のたし算とひき算の筆算① 小数のたし算とひき算 

７ 小数のたし算とひき算の筆算② 小数のたし算とひき算の筆算① 

８ 練習問題 小数のたし算とひき算の筆算② 

９ 復習・発展問題・まとめ 復習・練習問題・まとめ 

時間 発展コース 基本コース 補充コース 

１ 【一斉指導（ＴＴ）】文字を使った式 

２ 数量を表す式  数量を表す式 数量を表す式 

３ 式を書くときの約束（１） 式を書くときの約束（１） 式を書くときの約束（１） 

４ 式を書くときの約束（２） 式を書くときの約束（２） 式を書くときの約束（２） 

５ 式による数量の表し方 式による数量の表し方 式による数量の表し方 

６ 式の表す意味 式の表す意味 式による数量の表し方 

７ 式の値 式の値 式の表す意味 

８ 発展問題 練習問題 式の値 

９ 【一斉指導（ＴＴ）】復習・活用問題・まとめ 

６ 

一斉指導

でつまず

きの傾向

を把握す

る。 

発
展
的
な
問
題
に
も
取
り
組
む 

一斉指導で

つまずきの

傾向を把握

する。 

一斉指導で、多様

な活用場面を共

有化する。 



（実践例） 

補充的な学習 
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発展的な学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：東京方式習熟度別指導ガイドライン 
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（２）評価 

○目標に準拠した評価・観点別学習状況の評価を行います。 

・習熟度別少人数指導は、全ての児童生徒が単元目標の実現を目指すものです。

どの学習集団においても、単元目標の実現状況を評価するため、同じ評価規準

を設定します。 

○一人ひとりの学習状況を重視し、児童生徒のそれぞれのよい点や可能性、進歩の

状況などを積極的に評価します。 

・評価結果について、学力や学習状況の他、学習態度や意欲等も記録するととも

に、自己評価や相互評価も取り入れましょう。 

・児童生徒の小さな進歩や成長を見逃さず、その子のよい点や可能性、進歩状況

などを評価したり、よさをとらえ積極的に価値付けたりすることで、個に応じ

た指導をより深めていきましょう。 

○担当教員同士が連携を図り、評価の妥当性を高めるようにします。 

・評価規準を踏まえて、児童生徒の学習状況について担当教員同士で交流し、指

導に生かすようにしましょう。 

・どの学習活動において、どのような観点から評価するのか等、共通理解を図る

ことが不可欠です。 

・評価結果については、根拠となる児童生徒の姿を示すなどして、吟味していく

ことが大切です。 

○児童生徒や保護者に丁寧に説明を行い、評価への信頼性を高めるようにします。 

・学習集団によって、評価に不公平が生まれるのではないかという不安や、評価

結果について疑問が出てくることが予想されます。評価の趣旨や方法等につい

て、保護者に丁寧な情報提供を行い、学校と家庭との連携を深めていきましょ

う。 

・児童生徒の様子や学習の状況を理解してもらうため、積極的に発言する姿や友

達と協力して学習に取り組む姿などを授業参観等で保護者に見てもらいましょ

う。 

 

 

 

 

 

 

９ 



（実践例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①秒について知っている。
②日常生活に必要な時刻や
　時間を求めることができる。

①時間の単位に着目し、時
　刻や時間の求め方につい
　て考察し、日常生活に生か
　している。

①時刻と時間に進んで関わ
　り、数学的に表現・処理し
　たことを振り返り、数理的
　な処理のよさに気付き、生
　活や学習に活用しようとし
　ている。

●単元の目標　【学習指導要領　C（２）時刻と時間】

　時刻や時間の求め方を時計の文字盤などをもとに考え、求めることができる。また、短い時間の単位
「秒」について理解し、秒を用いて時間を表すことができる。
　ア　時刻や時間の求め方を理解し、日常生活で必要な時刻や時間を求めることができる。また、短い
　　　時間の単位「秒」の意味や「分」との関係を理解し、秒を用いて時間を表すことができる。
　イ　時間の単位や正時などに着目し、時刻や時間の求め方を考え、説明することができる。
　ウ　時刻や時間の求め方、短い時間の表し方を生活や学習に生かそうとする。

●単元の評価規準

ア　知識・技能 イ　思考・判断・表現    ウ　主体的に学習に取り
        組む態度

 

 

  

じっくりコース どんどんコース 知 思 態 じっくりコース どんどんコース

１

ある時刻から
一定時間前
後の時刻を求
める基本的な
問題を解決す
る。〔本時〕

ある時刻から
一定時間前
後の時刻を求
める問題を解
決する。
〔本時〕

○ ○
ア－②
イ－①

　ノート
児童観察

コンピュータ

・図や時計模
型等を提示
し、問題を視
覚化する。

タブレット

・ノートを投影
し、考えを説
明できるよう
にする。

2

ある時刻から
ある時刻まで
の時間を求め
る基本的な問
題を解決す
る。

ある時刻から
ある時刻まで
の時間を求め
る基本的・発
展的な問題を
解決する。

○ ○
ア－②
ウ－①

　ノート
児童観察

コンピュータ

・図や時計模
型等を提示
し、問題を視
覚化する。

タブレット

・ノートを投影
し、考えを説
明できるよう
にする。

3

ある時間とあ
る時間をたし
た時間を求め
る基本的な問
題を解決す
る。また、ある
時間からある
時間をひいた
時間を求める
基本的な問
題を解決す
る。

ある時間とあ
る時間をたし
た時間を求め
る基本的・発
展的な問題を
解決する。ま
た、ある時間
からある時間
をひいた時間
を求める基本
的・発展的な
問題を解決す
る。

○ ア－②
　ノート
児童観察

コンピュータ

・図や時計模
型を操作し、
考えの見通し
を立てたり、
試行錯誤して
問題を解決し
たりする。

タブレット

・ノートを投影
し、考えを説
明できるよう
にする。

4

短い時間の
単位「秒」や、
１分＝60秒の
関係について
理解する。

短い時間の
単位「秒」や、
１分＝60秒の
関係について
理解する。

○ ○
ア－①
ウ－①

　ノート
児童観察

コンピュータ

・図や時計模
型等を提示
し、イメージ化
を促す。

コンピュータ

・図や時計模
型等を提示
し、イメージ化
を促す。

5 単元のまとめ 単元のまとめ ○ ○ テスト

・目的に応じた
単位で量の大き
さを的確に表現
したり比べたりす
ること

・単位の関係を
統合的に考察す
ること

・量とその測定
の方法を日常生
活に生かすこと

●指導・評価の計画（全5時間　　本時　　１/５）

次
学習内容（時間数） 観点 評価

規準
評価
方法

育てたい数学的
な見方・考え方

活用メディアとその意図

１０ 

どの学習集団においても、同じ単元目標、

評価規準を設定する。 

 

学習集団に適した学習内容や 

指導方法を設定する。 

設定する。 

 

 

学習集団に効果的な教材・教具を

使用する。 

 

 



４ 習熟度別少人数指導を効果的に進めるために 

（１）児童生徒への説明 

習熟度別少人数指導は、教師と児童生徒の信頼関係の上に成立します。児童生徒が

不安感を抱くことのないよう、習熟度別少人数指導のねらいや効果等を丁寧に伝えま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 
（２）保護者への説明 

習熟の程度に応じて学習集団を分けることについて、保護者が不安や疑問をもつこ

とが予想されます。習熟度別少人数指導の実施前にねらいや効果、学習集団の決定方

法、学習目標・学習内容等についてわかりやすく伝え、保護者の理解を得ることが必

要です。校長や担当教員が、保護者会や学校・学年通信などを利用して、十分に説明

しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

 

 

 

・習熟度別少人数指導のねらいや考え方 

・全体構想や指導計画 

・学習集団の編成について 

・学習の進め方 

・評価について 等 

・習熟度別少人数指導って何？ 

・なぜ、必要なの？ 

・学習集団の分け方は？ 

・習熟度別少人数指導の進め方は？ 

・学習集団の学習内容はそれぞれ違うの？ 

・我が子は、どのように評価されるの？ 

・授業の様子を参観したい。 等 
保護者 

教員 

予想される保護者の疑問・不安 

保護者に説明する内容例 

 

・習熟度別少人数指導のねらいや考え方 

・学習集団の編成について 

・学習集団ごとの特徴や学習目標、学習内容 

・学習の進め方 

・評価について 等 
教員 

児童生徒に説明する内容例 

１１ 



 

（３）授業公開 

積極的に授業を公開し、保護者に習熟度別少人数指導の効果を実感してもらいまし

ょう。 

        

 

        

 

（４）担当教員間の共通理解 

習熟度別少人数指導の効果を上げるためには、担当教員同士の打ち合わせは必要不

可欠です。年間指導計画、教材・教具、評価方法、観点、規準等などを検討し、共通

理解を図りましょう。児童生徒の到達度等の実態を把握し、習熟度別少人数指導の成

果と課題を検証し、授業改善に努めましょう。 

 

 

５ 推進体制 

（１）推進組織 

・個に応じた少人数指導推進事業委員会等を設置し、習熟度別指導の運営を効果的

かつ円滑に進めるために、推進組織をつくります。 

 

      （例） 

 

 

 
 

・管理職は、推進委員会の長を指名し、適宜助言を行います。 

・推進組織の主担当は、校内の習熟度別少人数指導等の進め方等について推進委

員会を定期的に開催するなどして、取組の進捗状況を確認しましょう。 

・ＯＪＴや初任者研修などとも関連付けて、教員同士で授業を参観することによ

り、推進委員会に参加することも考えられます。 

 

 

 

・児童生徒が積極的に発言する姿 

・友達と協力して学習に取り組む姿 

・「できた」「わかった」と実感する姿 

・まとめや振り返りをして家庭学習を計画する姿 

・教員が丁寧に指導する様子 

個に応じた少人数指導推進委員会 

○推進組織の主担当 

・教務主任 

・教科主任 

・少人数指導担当等 

○担当教員 

・担当学年    ・各学年主任   

・各学年算数担当 ・数学科教員 等 

○校長 

○教頭 

１２ 



（２）推進委員会での具体的な取組例 

【年間を通した計画】 

・小学校および義務教育学校（前期課程）第３学年の算数、中学校第１学年および

義務教育学校（後期課程）第７学年の数学の授業において、年間実施時数のおお

むね１／２以上で習熟度別少人数指導を行うよう、年間を通した単元計画を立てます。 

・個に応じた少人数指導推進事業の年間計画を立てます。 

     （例）□児童生徒や保護者への説明 

          □個に応じた少人数指導推進事業委員会の開催 

          □保護者に習熟度別少人数指導の授業公開 

          □校内研究会の設定 

          □レディネステスト等による学習集団編成 

          □アンケート等による学びの定着の検証・分析 等 

【授業の準備と評価】 

・習熟度別少人数指導のねらいや効果、学習集団の決定方法、学習目標・学習内容等

について、児童生徒や保護者に説明します。 

・習熟度別学習集団の編成のためのレディネステスト、希望調書等を作成します。 

・学習集団ごとに、習熟度別授業の計画の立案をします。  

・学習集団ごとの教材・教具等の準備を行います。 

・評価規準、評価方法等を設定します。 

・評価問題を作成します。 

・習熟の程度に合わせた個に応じた学習支援の準備をします。（ガッテンプリント等） 

・学習集団の担当教員同士の連携を図るための打ち合わせの時間や内容を設定し ま

す。 

□打ち合わせの時間を設定しておく。 

     例：・毎週○曜日 ○時～ △分間 

              ・単元の内容のまとまりごと 等 

               

・学習の定着状況を確認します。（学び確認テスト等） 

・成果や課題等をまとめ、推進委員会で報告し、次の実践に生かしましょう。 

（ＰＤＣＡサイクル） 

６ 参考 

○東京方式 習熟度別指導ガイドライン（東京都教育委員会） 
http://www.kyoiku.metro.tokyo.jp/school/document/advancement/on_achievement.html 

   

 

 

□打ち合わせの内容を決めておく。 

例：・学習集団の分け方について 

    ・それぞれの学習集団の学習内容について 等 

 

１３ 

http://www.kyoiku.metro.tokyo.jp/school/document/advancement/on_achievement.html


小学校第３学年 「あまりのあるわり算」

（知）割り切れない場合の除法の意味や余りについて理解し、それが用いられる場合について知り、その計算が確実に
できる。

（思）割り切れない場合の除法の意味や計算の仕方を考えたり、割り切れない場合の除法を日常生活に生かしたりする
ことができる。

（態） 割り切れない場合の除法に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気付き
生活や学習に活用しようとしている。

単元
目標

＊新学習指導要領による

あああああああああああああああああああ
あああああ

単元構成の

７ 実践事例

確かな学力の向上を図るために、習熟の程度の違いを踏まえた単元計画と授業

（１）習熟度別少人数指導の単元計画と授業例

単元が始まるまでにレディネステストを行い、第1時から習熟度別少人数
指導を実施します。子どものつまずきに合わせて、前の学年の復習にも取り
組むことができます。
また、第１時に一斉授業で、復習と準備の時間を設けて、子どもたちの実
態把握をし、授業の後半で、レディネステストを行うことも可能です。

①子どもたちの実態把握をする。

習熟の程度により、学習内容を工夫する
場合でも、２つのコースとも単元目標と評
価規準は同じです。そこで、めあてや評価
方法等を綿密に設定することが大切になり
ます。

⑪ 単元の終末をそろえる。

習熟度別少人数指導を行うことで、２
つのコースで進度の違いが出てきます
が、どの学習集団においても単元目標
の実現状況を評価するため、単元の終
末は、必ずそろえます。

１４

主な学習活動 指導上の留意点 評価規準

単元構成

あ
ま
り
の
あ
る
わ
り
算

第
一
次

第
二
次

第
三
次

①既習事項の復習、「あまりのあるわり算」の準備をす

る。

②余りがある場合でも除法を用いてよいことや、答えの
見つけ方を具体物や図等を用いて考える。

③余りがある場合の除法の式の表し方や、余りなどの
用語の意味を知る。

④余りと除数の関係を理解する。

⑤等分除の場面についても、余りがある場合の除法が
適用できるか考える。

⑥割り切れない場合の除法計算について、答えの確か
め方を知る。

（全１１時間）

⑨学習内容のたしかめをする。

※ （知）は「知識・技能」、(思)は「思考・判断・表現」、(態)は「主体的に学習に取り組む態度」を表す。

②除法が用いられる場面の数量の関係を考
え、具体物や図等を用いて表現しようとし
ている。（態）

②③④⑤除法が用いられる場面の数量の関
係を考え、具体物や図等を用いて表現し
ている。（思）

③包含除や等分除等、除法の意味について
理解し、それが用いられる場合について知っ
ている。（知）

④割り切れない場合に余りを出すことや、余り
は除数より小さくなることを知っている。
（知）

⑥余りのある除法の余りについて、日常生活
の場面に応じて考えている。（態）

あ
ま
り
の
あ
る
わ
り
算
の
し
か
た

た
し
か
め

あ
ま
り
を
考
え
て

復
習
・準
備

⑦余りを切り上げて処
理する場面で、商と余
りをどのように解釈す
ればよいかを考える。

⑧余りを切り捨てて処理
する場面で、商と余り
をどのように解釈すれ
ばよいかを考える。

⑧余りを切り上げて処
理する問題や余りを
切り捨てて処理する
問題の適用問題で
習熟を図る。

⑧

習
熟
度
別

習
熟
度
別

習
熟
度
別

習
熟
度
別

一
斉

・前学年のかけ算に
戻って復習することも
可能。

・レディネステストの結果か
ら、子どもたちのつまずき
を把握し、復習をする。

じっくりコース・どんどんコース じっくりコース どんどんコース じっくりコース・どんどんコース

⑦余りを切り上げて処
理する場面と余りを
切り捨てて処理する
場面で、商と余りを
どのように解釈すれ
ばよいかを考える。

・１つの問題に対して、多
様な方法で考える。そ
れぞれの考えの共通点
や相違点から、ねらい
に迫る。

・多様な表現（具体物、
言葉、図、数、式等）を
つなげることで理解を
深めていく。

・日常の事象や算数の
学習場面から見いだし
た算数の問題を、具体
物、図、数、式等を用い
て解決できるようにする。

・多様な考えの共通点や
相違点から、ねらいに
迫る。また、多様な表現
（具体物、言葉、図、数、
式等）をつなげることで
理解を深めていく。

・日常の事象や算数の学
習場面から見いだした
算数の問題を、具体物
や図を用いて理解を深
められるようにする。

・１つずつの問題にじっく
りと時間をかけて取り組
めるようにする。

・それぞれの子どもの理解
度に合わせて問題数や
難易度を調整する。

・発展的な問題にも取り
組むようにする。

じっくりコース どんどんコース じっくりコース どんどんコース じっくりコース どんどんコース

⑦⑧２つのコースで進度や学

習内容を変える。

・包含除や等分除等、除法の意味について理解し、それ
が用いられる場合について知っている。（知）
・除数と商が共に一位数である除法の計算が確実にで
きる。（知）
・割り切れない場合に余りを出すことや、余りは除数より
小さいことを知っている。（知）

⑩評価テストをする。

⑪学習内容を適用して除法の問題を考えたり、解決し
合ったりする。

・これまでの学びを指導者がしっかりと把握し、一人ひと
りが単元のまとめをする。

・余りのある除法の余りについて日常生活の場

面に応じて、考えようとしている。（思）

じっくりコース・どんどんコース じっくりコース・どんどんコースどんどんコースじっくりコース

じっくりコース・どんどんコース

・１つずつの問題にじっく
りと時間をかけて取り組
めるようにする。

⑦・余りのある除法の
余りについて、日
常生活の場面に
応じて考えている。
（思）
・除法が用いられる
場面の数量の関
係を考え、具体物
や図等を用いて
表現しようとしてい
る。（態）

⑧

⑦・余りのある除法
の余りについて、
日常生活の場
面に応じて考え
ている。（思）
・除法が用いられ
る場面の数量の
関係を考え、具
体物や図等を
用いて表現しよ
うとしている。
（態）



◎どんどんコースで学習する内容を、2時間に分けて学習するので、１つの

問題にじっくりと時間をかけて取り組むことができます。

じっくりコース本時の展開の

◎1時間の授業の中で、時間の余裕が生まれるため、具体物の操作や実

際の動作（実際に4人で1脚の長いすに座ってみる）等を通して理解を

深めることができます。

どんどんコース本時の展開の

◎1時間の学習で、余りを切り上げて処理する場面と余りを切り捨てて処理

する場面の２つの場面を同時に学ぶことで、場面によって余りの処理の仕

方が異なることに注目することができます。

◎１つの問題に対して、多様な方法で考えます。それぞれの考えの共通点

や相違点から、ねらいに迫ります。また、多様な表現（具体物、言葉、図、

数、式等）をつなげることで理解を深めていきます。

第７時の展開

本時の目標

１．問題の把握とめあての共有をする。

２．自力解決をする。

３．学び合う。
・自分の考えを発表し、解決方法を全体
で話し合う。

４．まとめ・適用問題・振り返りをする。
・めあてに立ち返って、本時で解決でき
たことをまとめる。

（全１１時間）

指導上の留意点（〇）・評価規準（□） 主な学習活動

めあて：あまりをどうするか考えて答えをもとめよう。

本時の目標
どんどんコース
余りを切り上げて処理する場面と余りを切り捨てて処理する場面で
商と余りをどのように解釈すればよいかを考えることができる。

１．問題1の把握とめあての共有をする。

問題：３５人の子どもが、長いす１きゃ
くに４人ずつすわっていきます。みん
なすわるには、長いすが何きゃくいり
ますか。

〇問題場面や意味の理解を図るために、
「分かっていること」、「問われているこ
と」を色分けして線をひく。

〇具体物等を用いて、
しっかりと問題場
面が把握できるよ
うにする。

２．自力解決をする。

めあて：あまりをどうするか考えて答えをもとめよう。

・問題（余りを切り上げて処理する場面の
問題）を読んで、問題の意味を理解し、
めあてをもつ。

・問題１（余りを切り上げて処理する場面の
問題）を読んで、問題の意味を理解し、め
あてをもつ。

〇具体物や図等を
用いて１つずつ
の考えをしっかり
と理解ができるよ
うにする。

まとめ：問題の場面を考えて、商に１を足す（あまりの分を考える）
時がある。

・商に１を加えて答えとする余りの処理
のパターンの適用問題に取り組む。

・1時間の学習を振り返り、本時で考え
たことや解決できたこと、さらに疑問
に思うこと等をノートに書く。

ドッジボールが１１こあります。１回に２
個ずつ運ぶと、何回で全部運べますか。

主な学習活動

○問題数は少なくして、じっくりと問題に

向き合い、理解の定着を図る。

〇振り返りの視点を提示することで、1時
間の学びを自分でしっかりと振り返る
ことができるようにする。

・全員がいすに座るために、３５÷４＝８余
り３の余りの３人をどうするかについて
考える。
・具体物、図、数、式、言葉等を用いて
考えられるようにする。

〇いろいろな方法で解決
できるように促す。また、
その方法と方法の関
連性についても考えら
れるようにする。

３．学び合う。
・自分の考えを発表し、解決方法を全体で
話し合う。

４．適用問題をする。
・商に１を加えて答えとする余りの処理の
パターンの適用問題に取り組む。

ドッジボールが１１こあります。１回に２
個ずつ運ぶと、何回で全部運べますか。

〇子どものやりとりを通して、多様な考え
から共通点や相違点を見つける。また、
具体物の操作や図、式、言葉をつなげ
る。

５．問題２の解決をする。
・余りを切り捨てて処理する場面の問題
を解決する。

問題２：はばが３０ｃｍの本立てに、あ
つさ４ｃｍの本を立てていきます。本
は何さつ立てられますか。

○おはじき等の具体物や絵や図を用
いて、自分の考えを説明できるように
する。

６．まとめ・振り返りをする。
・めあてに立ち返って、本時で解決でき
たことをまとめる。

まとめ：問題の場面を考えて、商に１を足す（あまりの分を考える）
時や、あまりは考えず答える時がある。

・1時間の学習を振り返り、本時で考えた
ことや解決できたこと、さらに疑問に思
うこと等をノートに書く。

〇振り返りの視点を提示することで、1時
間の学びを自分でしっかりと振り返る
ことができるようにする。

１５

２．自力解決をする。
・全員がいすに座るために、３５÷４＝８余
り３の余りの３人をどうするかについて
考える。
・おはじきを操作したり、絵や図をかいて
考えられるようにする。

問題１：３５人の子どもが、長いす１きゃく
に４人ずつすわっていきます。みんなす
わるには、長いすが何きゃくいりますか。

じっくりコース
余りを切り上げて処理する場面で、商と余りをどのように解釈すれ
ばよいかを考えることができる。

□余りのある除法の余りについて、日常

生活の場面に応じて考えている。（思）

□余りのある除法の余りについて、日常
生活の場面に応じて考えている。（思）

□除法が用いられる場面の数量の関係
を考え、具体物や図などを用いて表現
しようとしている。（態）

□除法が用いられる場面の数量の関係
を考え、具体物や図などを用いて表現
しようとしている。（態）

指導上の留意点（〇）・評価規準（□）

第７時の２つのコースの学習内容の違いは・・・



しっかりコース どんどんコース

1

・除法に関する用
  語、記号を知り、
  等分除の意味に
  ついて理解する。

★かけ算の意味を復習する。
１２÷３＝４と表し、等分除の意味を知る。

★具体物を使って問題場面を視覚化す
　 る。同じ数ずつ分けることに着目させ、
　 考えを図や言葉で表現できるように支
　 援する。

１２÷３＝４と表し、等分除の意味を知る。

★等分除になる場面を考え、問題づくりに
   取り組ませる。

習
熟
度
別

等分除の意味を考える活動を行う
にあたり、自力解決場面での児童
の取組方により指導者の支援が異
なる。

・しっかりコースは、具体物等を使
　って、問題場面を把握したり、考
　えを表現したりできることを重視
　する。
・どんどんコースは、自力解決場面
  で、いくつもの考えをもてる児童
　もいるため、学び合い場面で、互
　いの考えから練り合っていく活動
　をねらいとする。

習熟度別に分けることで、より個々
の状況に応じた支援が行いやすく
なる。

2

・等分除の意味を理
  解する。
・乗法の逆算として
 みることができる
 ことに気付き、計
 算の仕方を考える
 ことができる。

一
斉
指
導

等分除の計算の仕方を考えるにあ
たり、前時に学習した考え方を生
かし、多様な意見の中から、九九を
使うことが簡潔に答えを求められる
ことに気付くことがねらいである。

3

・包含除の場合も
  除法の式に表さ
  れることや、包含
  除の意味を理解
  する。

１２÷３＝４と表し、包含除の意味を知る。

★具体物を使って問題場面を視覚化する。
  第１時を生かして、包含除でも考えを図
　や言葉で表現できるよう支援する。

１２÷３＝４と表し、包含除の意味を知る。

★包含除の問題づくりを通して、等分除と
　の違いを理解し、学習の定着を図る。

習
熟
度
別

第１時の等分除と同様、包含除の
意味を考えるため、個々の学習状
況に応じて考えることができる学習
環境をねらいとしている。

4

・包含除も乗法の
  逆算とみることが
  できることに気付
  き、計算の仕方
  を考えることが
  できる。

一
斉
指
導

包含除の計算の仕方を考えるにあ
たり、前時に学習した考え方を生
かし、多様な意見の中から、等分
除と同様に九九を使うことが簡潔
に答えを求められることに気付くこ
とがねらいである。

育成を目指す
資質・能力

時
学習
形態

意図

等分除の答えの求め方を考える。
１２÷３＝４

★習熟度別少人数指導で習得した等分除の考え方を生かし、多様な考え方を比較
　することから除法の計算の仕方を考えることができるよう、学び合いの場面を展開
　する。

包含除の答えの求め方を考える。
２０÷４＝５

★習熟度別少人数指導で習得した包含除の考え方を生かし、多様な考え方を比較す
　 ることから除法の計算の仕方を考えることができるよう、学び合いの場面を展開す
   る。

主な学習活動と指導上の留意点（★）

※一部抜粋 ＜単元計画 全９時間＞ 「わり算」

一斉授業と習熟度別授業を学習のねらいに即して、それぞれの指導のよさを生かしながら、
効果的に組み合わせて行います。

①一斉授業と習熟度別授業を効果的に組み合わせる単元計画

１６

小学校第３学年「わり算」

基礎的・基本的な数量や図形の概念および意味、性質
などを理解する時間には、習熟度別少人数指導を行う。

（２）単元計画の工夫例

多様な考えを生かしながら、習熟度別少人数指導で習
得したことを活用して、考えを表現したり考えの幅を広
げたりする時間には、一斉指導を行う。



単元が始まる前に全時間の学習計画を立て、両コースの指導者がねらいを共有して授業を
進めることが大切です。単元計画では、評価規準も含めた計画をしっかり立て、２つのコース
の指導者の連携を深めます。

②担当教員間の共通理解を図るために、学習のねらいや内容を明確にし
た単元計画づくり

単元計画づくり

１７

両コースでの評価の妥当性や信頼

性を高めるために、しっかりと評価規
準を立てておきます。

下のような単元計画を単元前の指導者の打合せに使います。これを見

ながら、それぞれのコースでの授業の進み具合や子どもたちの理解の程
度に合わせて随時変更していくことも可能です。ただし、単元の終末は、必
ずそろうようにします。

２つのコースで学習活動が異なる場合は、それ
ぞれのコースごとに、その内容を書いておきます。

※平成２０年告示の学習指導要領による

小学校第３学年「あまりのあるわり算」

※一部抜粋
＜単元計画 全９時間＞ 「あまりのあるわり算」

時 主な学習活動 評価規準

1

・既習の余りのないわり算の復習を行う（等分除）。
・割り切れない場合があることに気付かせ、余りのあるわ
　り算に対する興味・関心を高める。
・「わりきれる」「わりきれない」の用語を知る。

　め何算になるか考え、答えの出し方をみつけよう。
　まあまりがある場合でも、あまりがない時と同じよう
　　に、わり算で計算ができ、答えも同じように考えて
　　出すことができる。

【関・意・態】
わり算の問題に進んで取り組
もうとしている。

【考】
既習の割り切れる場合と結び
つけ、割り切れない場合でも
わり算として考えている。

2

課題１：あめ13個を１人に４個ずつ分ける。
課題２：あめ17個を１人に５個ずつ分ける。

　めあまりのあるわり算の計算の方法や答えの書き方を知
　　ろう。
　まあまりのあるわり算も九九を使って計算する。

　　　　「□÷△＝〇あまり◇」と書く。

【考】
割り切れない場合の除法の計
算の仕方について、既習の割
り切れる場合を基に考え、具
体物や図、式等を用いて説明
している。
【技】
余りのあるわり算の答えを、
乗法九九を使って求めること
ができる。

既習のわりきれるわり算と関連付けて、余りがある場合でもわり算ができることに気付く。

余りのある場合の計算の方法を理解する。

（２）単元計画の工夫例



①３クラスを４つの学習集団に分けて習熟度別少人数指導を実施した授業例

１８

小学校第３学年「式と計算 （ 第１時/ 全２時間 ）」

（３）学習集団編成の工夫例

じっくりコース（１クラス）

それぞれの学習集団で児童の理解が図れるように、手立ての内容（★）や程度（◆）、適用問題
の難易度を変える（●）等の工夫をしています。

全コース共通

児童の理解や習熟の程度等に応じて、３クラスを、じっくりコース（１クラス）、のびのびコース（２
クラス）、どんどんコース（１クラス）の合計４クラスの学習集団に分け、習熟度別少人数指導を
行っています。

★◆他のコースよりも考え方の道筋やヒントを
段階的に示す等、スモールステップを踏んだ手
立てを行います。

●授業で解いた問題をもとに考え
ると、自分の力で解ける難易度の
やさしい問題を出しています。

★◆学習した２通りの方法で問題
を解き、より理解を図れるように、
みんなで一緒に確かめていきます。



１９

授業プランシートを作成することで、それぞれの学習集団での指導の内容がよくわかりま
す。 なお、この授業プランシートⅡの様式 は、滋賀県総合教育センターで作成されたもの
です。

どんどんコース（１クラス）

のびのびコース（２クラス）

●授業で解いた問題と同程度の難易
度の問題を出していますが、２通りの
しかたで解決できるようにします。

●授業で解いた問題と同程度の難易度の問題を出しています。

◆あえて、挿絵の提示は
していません。

★それぞれの考え方を比較し、
よさについても考えます。

★◆図や式、言葉などの関連についてより重視するために、考えの
手立てにつながる図や言葉のヒントカード等を準備しておきます。

★◆困っている児童にのみヒントを提
示します。



学習集団を決める際の参考とするために、新しい単元である「小数」に関わる既習内容の定着
を確かめるレディネステストを行います。

また、テストの結果を踏まえ、児童がどの学習集団で学習したいかのアンケートを行います。

②児童の学習状況を把握するためのレディネステスト・コース別アンケート例

２０

小学校第３学年「小数」

「小数」に関わる内容である、既習の単

位の換算や数直線、数の相対的な大きさ
の見方等の数のしくみについての問題を
取り上げています。

それぞれの学習集団での学び方を明

示し、自分で学習集団を選択できるよう
にしています。

学習集団を編成する際に大切なことは、「この学習集団で頑張って勉強をした
い。」という気持ちを児童がもてるようにすることです。

（３）学習集団編成の工夫例

レディネステストの結果から
学習したいコースを考える。



〇２つのコースで子どもの考えの取り上げ方を変える。

＜どんどんコース＞

本時の目標：何十をかける乗法の計算方法を考え、理解できる。

両コース同じ

めあて：何十をかける計算はどうすればよいのだろう。

問題：ベビーカステラは、ひとくし４こです。３０くしでは何こになるでしょう。

〇２つのコースで問題数と難易度を変える。

小学校第３学年「２けたの数をかける計算」

どんな方法で考
えてみようかな。

もっと他の方法は
ないかな。

＜どんどんコース＞＜じっくりコース＞

＜じっくりコース＞

図を使って考えてみようかな。

主に具体物や図等を用いて解決していきます。 具体物、図、数、式等を用いて解決していきます。１つの
方法だけではなく、いろいろな方法で解決できるようにして
いきます。

＜じっくりコース＞

具体物を操作しながら、自分の考えをみんなに発表しました。

具体物を用いて、１つずつの考えをじっくり理解
できるようにします。

＜どんどんコース＞

多様な考えや多様な表
現（言葉、図、数、式等）か
ら、いろいろな考えを関連
付けて理解を深めていきま
す。

多様な考えを発表し合い、
共通点を見つけて分類を
しました。

問題数を少なくして丁寧に時間をかけて定着を図ります。 問題数を増やしたり、発展的な問題にも取り組んだりします。

① 学習集団の状況に応じてアプローチを変え、同じ目標の達成を目指す授業

（４）習熟度別少人数指導の授業例【小学校】

２１

じっくりコース どんどんコース

〇２つのコースで解決方法を変える。自力解決

学び合い

適用問題

ア



６㎝

４４ｃｍ

４ｃｍ

本時の目標：二等辺三角形や正三角形の角の大きさを比べる活動を通して、角の大きさについて
成り立つ性質を理解する。

両コース同じ

めあて：いろいろな二等辺三角形、正三角形の角の大きさを調べよう。

小学校第３学年「三角形」

㋐、㋑のような二等辺三角形を取り上げ、辺の長さが変わっても二等辺三角形の
２つの角の大きさが等しいことや３つの角の大きさが等しくないことについて確認する。 ㋐ ㋑
正三角形についても同じように比べ、どのような正三角形でも３つの角の大きさがす
べて等しいことを確認する。

＜じっくりコース＞
二等辺三角形では、教員主導により、大きさの等しい

２つの角だけでなく、残りの角についてもほかの角と大
きさを比べる。それをもとに、正三角形では、子どもが
３つの角の大きさを比べる。

２２

じっくりコース どんどんコース

〇作図した紙を切り取り、３つの角の大きさを比べる。自力解決

〇３つの角の大きさについて分かったことを交流し、まとめる。全体交流、まとめ

＜どんどんコース＞

＜じっくりコース＞

①イ 学習集団の状況に応じてアプローチを変え、同じ目標の達成を目指す授業

（４）習熟度別少人数指導の授業例【小学校】

導入 ○学習したことをもとに、二等辺三角形と正三角形を作図する。

＜じっくりコース＞

３つの辺のうち、１つの辺の長さを指定して作図
する。作図を通して、再度、二等辺三角形と正三
角形の意味を確認する。

辺の長さを子どもが自由に設定し、二等辺三
角形と正三角形を作図する。

＜どんどんコース＞

〇本時に学習したことを振り返り、理解を深める。適用問題、振り返り

同じ大きさの三角定規を２枚並べると、どのよ
うな三角形ができるか考える。

二等辺三角形の２辺が等しいことだけでなく、
２つの角の大きさが等しい三角形は二等辺三
角形であることや３つの角の大きさが等しい三
角形は正三角形であることに気づく。

三角定規の辺は
同じ長さだから、こ
の三角形は、、、。

角の大きさについてどのように比べればよいか考
える。三角形によって、３つの角の大きさが全て等し
いか、２つの角の大きさが等しいかどうかについて
調べる。

右の図のような三角形で、大きさの等しい角
はどれとどれか考える。

なぜ、それらの角の大きさは等しいかについ
て、自分の考えを書き、
友だち同士で確認し合う。

い

あ

う
二等辺三角形

は、２つの辺が
同じ長さだか
ら、、、。

＜どんどんコース＞

【二等辺三角形の場合】 【正三角形の場合】



１時間の学習の流れを提示しています。

じっくりコース

どんどんコース

１個３１円のおかしをカードに置き換えて理解でき

るようにしています。１つの方法を丁寧に理解できる
ようにしています。

②学習集団の状況に応じた板書の工夫

２３

式を立てるときのヒントや考

えの手順を見やすく提示して
います。

数や式等を用いて説明をしました。１つの問題に対して、様々な解決方
法を比較できるように黒板に書き残すようにしています。

問題文の意味を捉えたり、およその答えの予想を立てるために、テープ図を使っています。

小学校第３学年「２けたの数をかける計算」

（４）習熟度別少人数指導の授業例【小学校】



習熟度別少人数指導の授業の中で、１人１台端末を活用した授業事例

２４

じっくりコース どんどんコース

（４）習熟度別少人数指導の授業例【小学校】

③１人１台端末を活用した授業例

それぞれのコースのねらいを達成するために効果的にＩＣＴを活用することが大切です。

＜どんどんコース＞

自分の書いた「振り返り」を共有画面
に一斉送信し、友だちと共有して本時の
学びをより確かなものにしました。

また、個人の端末にも自分の「振り返
り」を蓄積することで、自己の学びの変
容を確認することができました。

＜じっくりコース＞
友だちは、どんな「振り返

り」を書いたのかな？

前の自分の「振り返り」で
はできなかったと書いていた
ことが、今日の学習では、で
きるようになったよ。

〇「振り返り」を共有したり、自分の「振り返り」を蓄積したりする。振り返り

どのプリントを使って考
えてみようかな？

児童の理解度に合わせて、何種類かある補助プ
リントを１人１台端末で提示しました。

多様な表現方法で自分の考えを表現するための
一つの手立てになりました。

〇児童の理解度に合わせて補助プリントを１人１台端末で提示する。自力解決

＜どんどんコース＞＜じっくりコース＞

補助プリントの提示はせずに（１人１台端末を使わ
ずに）、自力解決に取り組みました。

補助プリントのデータを共有しておくと、「ど
んどんコース」の児童も必要に応じて活用す
ることができます。

考えを書きこんでみよう。

考えの交流 〇友だちと考えを交流し、自分の考えを広げたり深めたりする。

＜じっくりコース＞ ＜どんどんコース＞

自分の考えを共有画面に一斉送信しま
した。友だちと考えを共有することで、自分
の考えを広げたり深めたりすることができ
ました。

同じ考え方をしている友だちはいるかな。
自分の考えにちょっと自信がもてないから、
同じ考え方をした友だちに聞いてみよう。

自分とは違う考え方をしている友だち
がいるよ。どんな考え方かを聞いてみよう。

教科書にある問題をもとにじっくり取り組み、理解を深め

ました。

多様な考え方や表現方法で問題を解決する場面で・・・

＜どんどんコース＞

１人１台端末のドリル教材等を使い、自分の習熟度に
合わせた問題で演習をします。

＜どんどんコース＞

教科書にある問題をもとに習熟にあった問題を教師が

設定し、取り組むことで理解を深めました。

〇問題数、難易度を自分で調整する。適用問題

＜じっくりコース＞

また、授業はもちろんのこと、学習後の反復学習や家庭学習でも1人で学習を進めることができます。

１人１台端末のドリル教材等は、「じっくり
コース」の児童も必要に応じて活用すること
ができます。

さらに理解を深めるために・・・



中学校第１学年「関数と比例、反比例～関数の利用～」

じっくりコース どんどんコース

①学習集団の状況に合わせた学習支援が見られる授業１

与えられた条件から、ｘとｙの関係を式に表すことができる。本時の目標

○本時の学習につながる課題を確認する。

＜基礎活用コース＞

○両コースとも同じ問題に取り組むが、習熟に応じた指導を充実させる。

ゴールは同じ

○学びを実感できる振り返りの時間を設定する。

導入

＜基礎充実コース＞

展開

終末

本時の学習につながる 課題 で 既習事項 の確認

＜基礎充実コース＞ ＜基礎活用コース＞

ポイト１

２５

本時の学習につながる 課題 の確認

（５）習熟度別少人数指導の授業例【中学校】

・比例の定義・性質を振り返る。
・比例の特徴から課題を考える。

・比例の特徴から課題を自力で考え、ペアで確認する。
・比例の関係でない理由も考える。

・導入の振り返りから、比例定数aとすると ｙ＝ax に
ｘとｙに値をそれぞれ代入する。

・求めた式から、ｘがいろいろな値をとると、それにと
もなってｙの値が決まることを確認する。

・生徒の実態に応じた問題で演習を行う。

代入を十分理解していない場合は、
簡単な式で代入について振り返る。

・自力解決から、 ｙ＝ax にｘとｙに値をそれぞれ代
入する。

・ｙはｘに比例するならば、ｘとｙの値が１組わかれば
式が求められることを理解する。

・生徒の実態に応じた問題で演習を行う。

ｘとｙの値を式に代入することで、比例の式
を求めることができました。このことと、表か
ら式を求めることがつながりました。

比例とは何であるかが、だんだんわかっ
てきました。また、比例の式を求めるため
の方法を知ることができました。

ｙ は ｘ に比例し、ｘ＝８のとき ｙ＝２４です。

ｘ と ｙ の関係を式に表しなさい。



中学校第１学年「平面図形 ～作図の利用～」

じっくりコース どんどんコース

①学習集団の状況に合わせた学習支援が見られる授業２

これまでに学んだ方法を利用して、条件を満たす図形を作図することができる。本時の目標

○本時の学習につながる課題を確認する。

＜基礎活用コース＞

○両コースとも同じ問題に取り組むが、習熟に応じた指導を充実させる。

ゴールは同じ

○学びを実感できる振り返りの時間を設定する。

導入

＜基礎充実コース＞

展開

終末

本時の学習につながる 課題 で 既習事項 の確認

＜基礎充実コース＞ ＜基礎活用コース＞

ポイト１

２６

本時の学習につながる 課題 の確認

（５）習熟度別少人数指導の授業例【中学校】

これまでに学んだ作図の方法を使うと、どんな大きさの角を作図す
ることができますか。

・学習したことを振り返る（垂直二等分線や角の二等分線等）。
・振り返ったことをもとに課題を自力で考える。

・既習事項から課題を自力で考える。
・作図できそうな大きさの角をペアで確認する。

・導入の振り返りから、７５°の角を作図する方法を
考える。

・３０°と４５°の角を組み合わせて作図すると75°
の角を求められることを確認する。

・生徒の実態に応じた問題で演習を行う。
（垂直二等分線と角の二等分線で求めることがで

きる角度を再度確認できるようにする。）

一度の作業で７５°の角が作図できな
いことに気付かないときは、どのような
角を組み合わせるとよいかを問う。

・７５°の角を作図する方法を自分で考える。

・どのような角を組み合わせると７５°になるかに気づく。

・別の方法で求めることができないか考える。

・生徒の実態に応じた問題で演習を行う。
（別の角度を求めたり、発展として外接円や内接円に

ついて調べたりすることが考えられる。）

これまで学習したことを用いるとさまざまな角
度を作図することができることがわかりました。
作図できそうでできない角度がありましが、そ
の理由も考えてみたいです。

垂直二等分線や角の二等分線で、どの
ような角度を作図することができるのか
がわかってきました。

７５°の角度を作図しよう。



糸を２周巻くときも考え方は同じかな？

中学校第１学年「空間図形～図形の性質の利用～」

じっくりコース どんどんコース

②学習集団の状況に応じてアプローチを変え、同じ目標の達成を目指す授業

本時の目標

導 入

と

＜基礎充実コース＞ ＜基礎活用コース＞

・学習内容の“振り返り”だけでなく、授業中に感じた新た
な「問い」をさらに考え、家庭学習につなげる。

○学びを実感できる時間を設定する。

円錐の直径や高さによっては、２周や
３周巻けないときがありそうだよ。

導入

学習活動

学びの振り返り

○それぞれのコースで生徒の習熟に応じた課題で考える。

展開図を利用して、問題を解決することができる。

ゴールは同じ

○自力解決から、ペア等で確認・共有、再考する。

・既習の内容（柱体の体積や展開図:小６）と
新しい内容（錐体）で考える

・新しい内容で考える

まず1人でじっくり考える

ペアやグループで確認する

ところで、どんな図形でも同じ考え
が使えるかな？

発問も同じ

２７

（５）習熟度別少人数指導の授業例【中学校】

糸の長さを最短にするには、
どのように糸をかければよい
かな？

と

どうしてそうい
えるのかな？

もう一度１人でじっくり考える

円錐上の点Ａから円錐
の側面にそって、１周す
るように糸をかける

Ａ

Ａ

●

●



中学校第１学年「一元一次方程式」

じっくりコース どんどんコース

③学習集団に応じた指導と評価（小テストを基にした指導と評価）

本時の目標

導 入

生徒の学習状況をねらいに照らして評価す
ることで、各生徒への指導や全体への指導の
方法を修正することができます。

評価規準

指導に生かす

小数、分数を含む一次方程式を解くことができる。

どこまで理解しているかわかる

苦手とするところがわかり
振り返るべき箇所が焦点化される

自己調整力を高める！

評価規準も同じ

２８

授業の最後に、次のような問題などを使って小テストを実施します。

＜知識・技能＞

・簡単な一元一次方程式を解くことができる。

・等式の性質と移項の意味を理解している。

机間指導やノートの確認から、小数や分
数、かっこを組み合わせた問題を追加して
もよさそう。さらに移項の意味を理解してい
るかを確認したいけれど、どのような問題
にするといいのかな。

＜基礎充実コース＞ ＜基礎活用コース＞

普段の授業から等式の性質を十分に
理解しているかについても評価・確認
したいけど、この問題の種類や数で適
切といえるかな。単純に問題数が多い
といいともいえないだろうし。

問題の種類や数については生徒の理解や学習状況に応じて適切に変えます。

○学習や指導の改善に生かしていく。

「指導と評価の一体化」
のための学習に関する

参考資料より

質的な評価 ○目標がどの程度実現したかを知る。

２ｘ−１

７
＝

ｘ＋１

２
 や ｘ：15＝

１

３
：

１

２
 

このような問題も取り入れてもいいかもしれな
い。移項の意味の確認は、「指導と評価の一
体化」のP57が参考になりそう。

ｘ－１＝８ や 
１

６
ｘ＝−４ 

普段の授業をみていると、基礎的なこのよう
な問題で確認するのがいいかもしれないな。

ゴールは同じ

（５）習熟度別少人数指導の授業例【中学校】



それぞれの単元ごとに、指導の成果と課題等をまとめて残しています。これをみることで、
領域での成果と課題が明確になったり、次の単元の指導への手がかりとしたりできます。ま
た、次年度の指導の参考とすることもできます。

※一部抜粋

指導者の単元ごとの振り返りの蓄積

２９

単元の終了ごとに、指導者は、振り返りを行い、指導の足跡として上記の項目（「指導
の形態等」、「留意したこと」、「成果と課題」）ごとに記録を残していきます。

【領域】 A：数と計算 B：図形 C：測定 D:データ活用

～単元振り返りシート例～

（６）よりよい授業につなげるために・・・

成果 課題

１０

長さ

第１、２、５時はTTで行
う。
第３、４、６時は２グ
ループに分ける。

グループ分けに偏りが
ないようにするため、2
学期に少人数教室で
学習した回数が少ない
子が少人数教室に来
るようにする。

・巻き尺を使って実測する時
  は、TTで班活動で行う。道
  のりや距離を学習する時と
  まとめの練習は２グループ
  に分けて行う。

＜TT＞
・班ごとに巻尺やロードカウンターなどを使って
　測定する場面では、協力し合ったり教え合っ
　たりする姿が見られた。
・子どもたちの測定がうまくいかなかったり、
　困っていたりする場面で、すぐに対応するこ
　とができた。
・広い場所での測定のときに、二人の教師で
　分担することができたので目が行き届いた。

＜少人数グループ＞
・道のりや距離の学習では、一人ひとりに目が
　行き届き、計算間違いをすぐに指摘し、指導
　することができた。

１１

小数

習熟度グループ
（１学級２グループ）
（２学期始めに実施し
たレディネステストの
結果と分数の評価テス
トの結果で分ける。）

・単元を通して２グループの
  少人数指導を行う。

・どんどんグループでは課
  題やまとめは自分たちの
  言葉で説明できるようにす
  る。

・どんどんグループでは、授
  業の後半に発展問題に取
  り組み、発展的な問題にも
  対応できる力を養う。

・じっくりグループでは、単元
  の始めに「分数」の復習を
  してから本単元に入ってい
  く。

＜どんどんグループ＞
・理解できていないところにすぐに気付いて指
　導することができた。
・答えの出し方を考えるときに、誰がどのよう
　に考えているか把握しやすかったので、発
　表し合うときに意図して指名するなどして、考
　えを交流させることができた。
・時間に余裕があったので、レッツトライや応
　用問題、振り返りをする時間が取りやすかっ
　た。

＜じっくりグループ＞
・単元の始めに「分数」の復習をすることによっ
　て、１Lを１０等分した１つ分が１/10Lであると
　いうことがスムーズに理解できた。
・小数を数直線に表す方法や、たし算やひき
　算の答えの求め方など、自分の考えを発表
　したり聞いたりする時間をしっかり取ることが
　できた。

筆算するときに位をそろえて
書いたり、１/10の位の０に
斜線を引いたりすることがな
かなか定着しなかった。
 （評価テストの結果から）

12

重さの
単位

成果と課題
留意したこと指導の形態等単元 備考

C

測
定

A

数
と
計
算

C

測
定



具体物等が整理して置いてあります。

また、授業の中で、児童生徒の状況に
合わせて教具としてもすぐに使うことが
できます。

シミュレーションソフトを活用するこ

とで、回転体ができる様子がよく分か
ります。あわせて、自分が予想した
立体と比べることができます。

単元ごとに、整理がされていると、課題が早くできた
時に、自主学習に、発展問題に・・・といろいろな場面
で活用ができます。

少人数で学習をするため、教室も広々と使えます。
床を使って学習をしたり、みんなで輪になって話合い
をしたりすることができます。

いつでも誰でも使える算数・数学グッズ

振り返りができる学習のまとめの掲示

学びの定着を図る学習プリント

机といすから離れて・・・

３０

児童のノートのコピーを掲示していま
す。指導者は、どこがどのようによいの
かコメントを入れています。
子ども同士の学び
合い、高め合いが
生まれる環境設定
です。

ノート掲示

ICT機器の活用

立方体の展開図を動画で確認しています。動画を用いること
で、面と面や辺と辺の位置関係に着目して、立体の各面の様
子を観察することができます。

既習のポイントが掲示されています。授業での復
習や児童生徒が困った時のヒントとして使うことが
できます。

（７）学びの支援となる学習環境設定例

「ICT活用ガイドブック」（滋賀県教育委員会作成）も参考にしてください。

ICT活用ガイドブック
QRコード


